
【2026 年度/教養科目領域/基盤科目群】 

科目名 ナンバリング 区分（必修・選択） 単位数 履修年次 開講学期等 

基礎演習 150101 必修 1 1 前期（変則） 

担当教員 研究室 電子メール ID オフィスアワー 

桑原 修 B303 o.kuwa 木曜日 13:00～15:00 

授業の目的・概要 

本講義では大学での学修を円滑に進めるうえで必要な基礎的な学びの姿勢と技能を身に付けることを目

的とする。文献や資料の読み方や情報収集の整理方法、レポート作成や発表の基本的ルールなど、他者

と協力して学ぶ態度を養うとともに、主体的に学ぶ学生としての土台を形成することを目標とする。 

授 業 形 式 ・ 方 法 

☑対面授業 
□遠隔授業(双方向型) 
□遠隔授業(自主学習) 

□講義 ☑演習 
□実習 □実技 

□PBL     □反転授業   □ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ・ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ 
☑ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ   ☑ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  □実習・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ 
□その他 （                   ） 

学 習 上 の 助 言 
本講義では自分の意見を持ち積極的に発言・議論するよう心掛けること。根拠をもとに自分の考えを要

約し整理すること。グループワークでは他者の意見を尊重し協力しながら課題に取組むこと。 

教 科 書 大学生 学びのﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ（6 訂版）/ 編著：世界思想社編集部 / 世界思想社 

参 考 書 特に指定なし 

外 部 教 材 特に指定なし 

学生が達成すべき行動目標 関連卒業認定・学位授与方針 

① 大学での生活や学びについて理解し説明・実践することができる。 HSU（2）、（5）、（6） 

② プレゼンに関する基礎的な知識や技術を身に付け実践することができる。 HSU（2）、（5） 

③ 他者とのコミュニケーションを図るための基礎を理解し実践することができる。 HSU（1）、（4） 

④ グループでの役割分担を通じて他者との合意形成を図ることができる。 HSU（1）、（4）、（5） 

⑤   

⑥   

授  業  計  画 

回 学習内容等 授業の方法 学習課題・学習時間（時間） 

1 
オリエンテーション：講義の進め方、評価方法の説明、大学で

の生活や学習方法について理解する。自己紹介を行う。 
講義・演習 

講義内で自己紹介の資料を作成

するので内容を整理しておく。 
3.75 

2 

図書館の利用方法や資料の検索方法などについて学ぶ。 

資料の読み方やまとめ方、情報の収集と整理の仕方について基

本を学ぶ。論文とネットニュース、記事の違い（情報の正確性、

専門性）の違いを知る。 

演習・GW 
教科書 P20-33、P34-49、P50-69

を読み授業内容を復習する。 
3.75 

3 
資料の読み方・まとめ方・論文等の構成を理解する。資料から

必要な情報を読み取り、要約する方法について学ぶ。 
講義・演習 

教科書 P20-33、P34-49 を読み振

授業内容を復習する。 
3.75 

4 
ノートの取り方の基本的ルールを学ぶ。ミニ講義を見てノート

にまとめる。 
講義・演習 

教科書 P12-19 を読み授業内容を

復習し、授業でまとめたノートを

見直す。 

3.75 

5 ミニ講義を見てノートを仕上げる。 講義・GW 

教科書 P12-19 を読み授業内容を

復習し、仕上げたノートの内容や

技法を振り返る。 

3.75 

6 

グループワークの基礎を学ぶ。アイスブレイクとは何か、アイ

スブレイクはなぜ必要かを学ぶ。ファシリテーションの必要性

について理解する。 

講義・GW 
「アイスブレイクで重要なこと」

を各自用紙に書いて提出する。 
3.75 

7 
グループワークを発展させるため、役割を決めてグループディ

スカッションを行う。 
講義・GW 

自身の意見とグループでまとめ

た意見を比較し、メリット・デメ

リットを考える。 

3.75 

8 
まとめ・振り返り 

達成度評価レポートの作成。 
講義・GW 

達成度評価レポートを完成させ

提出する。 
3.75 

試 
期末試験は行わない。 

達成度評価・評価のポイント参照。 
   

 



【2026 年度/教養科目領域/基盤科目群】 

達成度評価 

総合評価割合（％） 
試験 レポート 成果発表 ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ その他 合計 

0 50 50 0 0 100 

総
合
力
指
標 

知識・技術力 0 10 5 0 0 15 

思考・推論・創造する力 0 10 5 0 0 15 

協調性・リーダーシップ 0 5 5 0 0 10 

発表・表現伝達する力 0 5 15 0 0 20 

コミュニケーション力 0 10 15 0 0 25 

取組みの姿勢・意欲 0 5 5 0 0 10 

問題を発見・解決する力 0 5 0 0 0 5 

評価のポイント 
フィードバックの方法 

評価方法 行動目標 評価の実施方法と注意点 

試験 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

レポート 

① ✓ 

達成度評価レポートを通じて課題に対する取り組み姿勢と提出内容

を総合的に評価する。AI の使用については禁止する。これに反する

場合は評価を減ずる。 

レポート内容を確認しｺﾒﾝﾄを

付して個別に返却する。 

② ✓ 

③ ✓ 

④ ✓ 

⑤  

⑥  

成果発表 

① ✓ 

演習に対する取り組み姿勢と発表内容を総合的に判断する。 
発表内容と各自の役割状況を

確認し総評する。 

② ✓ 

③ ✓ 

④ ✓ 

⑤  

⑥  

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

その他 

①  

  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

備  考 

他 担 当 教 員 なし 

教員の実務経験 なし 

実践的授業の内容 グループワークを中心としたアクティブラーニングを行う。 

そ の 他 

大学での学びは高校とは異なり、自ら授業科目を自由に決めることができる反面、必要な授業科目の確認

や履修登録など全て自己責任で行うことになる。大学生として大学における基礎的な知識や技法を習得す

るとともに、自ら学ぶ意識の高揚と大学生としての自覚と責任の醸成を期待する。 

やむを得ずシラバスの変更が生じる場合は、授業または Teams 等で周知する。本講義は対面授業ではある

が、連絡や資料配布等に Teams を使用するので、各自必ず確認すること。 
 


